
平成３０年度に実施した自校の学力調査結果 （単位：％）
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79.2 65.9 66.5 58.7 68.6 34.6

77.0 68.6 66.8 62.3 69.5 33.2

74.4 78.1 69.2 58.6 64.1 89.7 56.1

71.3 80.8 67.0 60.3 64.3 90.8 64.6

81.7 56.1 60.3 51.5 63.1 63.6 38.1

79.4 58.0 62.6 57.4 68.5 73.8 45.6

68.6 62.9 61.9 71.3 67.9 71.5 50.0

69.0 63.8 64.5 74.9 74.0 74.0 50.8

92.4 86.2 72.1 74.7 70.9 59.9

94.6 84.3 73.8 76.4 69.0 67.0

60.9 61.6 56.1

59.0 64.1 61.4

65.1 56.0 57.0

62.4 59.1 62.7

70.5 55.3 57.2

68.5 60.1 64.0

70.7 59.1 57.7

68.5 62.9 63.1

70.6 60.4 77.0 47.4 27.1

70.4 63.3 71.4 51.0 32.2

66.0 65.2 66.6 49.6 45.1 40.8

67.8 65.5 66.5 57.5 53.0 49.2

85.1 78.0 80.2 59.5 63.5 52.3

85.0 80.5 79.8 66.1 69.9 63.0

85.0 67.4 76.8 58.2 66.1 60.0 55.1

84.7 70.8 74.7 64.4 72.7 63.8 71.7

85.5 57.3 48.3 70.1

81.0 72.7 62.0 82.1

70.4 54.7 53.7 51.1

64.0 66.0 68.6 54.1

87.0 68.5 61.2 78.5

85.9 75.5 72.5 71.1

78.1 62.7 60.5 79.0

73.4 73.9 70.9 81.5

平成３０年９月２８日
墨田区立八広小学校

１）目標値：学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学んだ場合、設問ごとに
　　　　　正答できることを期待した児童の割合を示したもの。観点ごとの目標値は、設問ごとに
　　　　　設定された目標値をもとに算出されている。
２）平均正答率：正答率の平均値のこと。観点における学年のデータとして用いる際は、その観点
　　　　　の全設問における学年集団の正答率の平均値。なお、正答率を算出するうえで、記述・
　　　　　論述式問題の準正答（部分点）については、正答数を０．５として換算している。
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言語についての
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90.0 81.4 71.0 70.4 64.4

読む能力 66.1 63.6 65.0 71.6 69.4

書く能力 76.9 59.5 62.7 56.0 64.1

66.9

話す・聞く能力 68.0 77.1 67.0 60.0 64.4
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国
語

国語への
関心・意欲・態度

73.8 68.1 66.9 61.9
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科
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墨田区学習状況調査 全国学力・学習状況調査

第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

目標値

全国学力・学習状況調査
の理科については、Ａ（知
識）とＢ（活用）を一体的
に問う調査を実施した。


